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〇主に、ＤＸ・情報関係業務を担当する職員数が１人以下である市町村（いわゆる「１人情シス」）は１５市町村。

〇外部人材の活用について、活用している市町村は１４市町村。

〇ＤＸ推進上の課題は、「職員の意識醸成」「財源不足」「人材の確保」など。

 特に小規模市町村において「他業務と兼務していることからDXに注力できない」といった課題が多く見受けられた。

ＤＸ推進、情報関係業務
専任職員数別市町村数

外部人材確保の状況
あ り

１4市町村
な し

21市町村

人材確保の状況（令和５年９月ヒアリング及び令和６年２月アンケート調査結果より）

ＤＸ推進上の主な課題等（令和５年９月ヒアリングによる聞き取り）

・ＤＸに対して抵抗のある職員が多いため、内部の意識を変えていくような研修が必要と考える。
・上の者のＤＸに対する意識が低い。幹部向けの研修会を実施して欲しい。
・新たなツールを導入する際は補助金があるので良いが、ランニングに係るコストの負担が大きい。
・他兼務と兼務しており、日ごろの業務対応だけで精一杯で、新たな取組を始めることが難しい。
・外部人材を活用しているが、任期満了後、新たに外部人材を確保できるかが不安。

※実際に情報担当業務を携わっている担当者のみ計上

１.宮城県内市町村のデジタル人材活用状況と課題

４人５人以上 ３人 ２人 １人 ０人（他業務と兼務）

５ ３ ７ ５ ５ １０



〇市町村のＤＸ推進等を目的に、県と市町村が情報共有する場として「宮城県電子自治体推進協議会」を平成20年度に設立。

〇協議会には２つの運営委員会と４つの部会を設置。

（運営委員会）宮城県・市町村共同電子申請運営委員会、宮城県自治体情報セキュリティクラウド運営委員会

（部  会）ＡＩ・ＲＰＡ専門部会、オープンデータ専門部会、自治体クラウド専門部会、デジタル身分証アプリ活用検討専門部会

 ※市町村からの要望等に応じて、新しい部会を適宜設置。

２.宮城県と県内市町村のDX推進に向けた連携体制①

組織体制図

会員
　宮城県及び県内全市町村情報担当課長により構成

●宮城県・市町村共同電子申請運営委員会 ●自治体クラウド専門部会
●宮城県自治体情報セキュリティクラウド運営委員会 ●AI・RPA専門部会
●第2期宮城県・市町村共同電子申請運営委員会 ●オープンデータ専門部会

●デジタル身分証アプリ活用検討専門部会

事務局（企画部デジタルみやぎ推進課内）

総　　会

運営委員会 専門部会



２.宮城県と県内市町村のDX推進に向けた連携体制②
〇市町村のＤＸ人材不足を支援するため、「市町村ＤＸ推進支援事業」によるシステム標準化に係る伴走支援及び専門相談

等を実施。

市町村ＤＸ推進支援事業

＜支援内容＞

（１）情報システムの標準化に係る伴走型支援

情報システム担当者が少人数で構成されている小規模市町村６団体を対象に県が業務委託しているアドバイザーに

よる伴走支援を実施。

支援対象団体は、システム標準化の進捗状況や推進体制等を勘案し、アドバイザーと協議の上、選定。

（主な支援内容）

①訪問支援

  都度、市町村へ訪問し、進捗状況や検討状況を聞き取り、進め方の助言等支援を行うとともに、可能な範

囲で作業（ガバクラ移行計画策定など）も共同で実施している。
②定期的な進捗管理（随時、オンライン等）

③標準化に関する相談応答（随時、オンライン等）

ベンダから提示された資料や見積書の精査、ベンダとの打ち合わせの同席・助言 などを実施している。

④標準化以外のDXに関する助言（他自治体の事例紹介） など



２.宮城県と県内市町村のDX推進に向けた連携体制③
（２）「自治体DX推進計画」推進に関する相談支援（伴走型支援対象団体以外の市町村を対象）

 システム標準化に関する市町村からの相談対応（仕様書の確認・助言、ガバクラ移行計画の策定支援など）

（３）情報提供支援
 国から発出される資料について、自治体職員で重要となるトピックをまとめたかわら版を月１回以上発行。

※かわら版の他に、国の資料をわかりやすく解説した下記のような解説書も併せて発行



３.今後に向けた取組の方向性

〇 県と市町村のDX推進体制のあり方を検討

Step１：市町村におけるDXに係る現状や課題をきめ細やかに把握

Step２：市町村で求める「支援内容」や「デジタル人材像」の洗い出し

Step３：県と市町村の効果的なDX推進体制を検討
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